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ハイライト
９月定例会

議案
議案第60号～67号
　令和６年度決算の認定
第60号　�令和６年度湖南市一般会計歳入歳出決

算の認定について
第61号　�令和６年度湖南市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について
第62号　�令和６年度湖南市国民健康保険診療所

特別会計歳入歳出決算の認定について
第63号　�令和６年度湖南市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について
第64号　�令和６年度湖南市介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定について
第65号　�令和６年度湖南市訪問看護ステーショ

ン事業特別会計決算の認定について
第66号　�令和６年度湖南市水道事業会計剰余金

の処分及び決算の認定について
第67号　�令和６年度湖南市下水道事業会計剰余金

の処分及び決算の認定について
議案第68号～75号
　人権擁護委員候補者の推薦　　４件
　教育委員会委員の任命　　　　１件
　固定資産評価審査委員の選任　３件
第76号
　財産の取得について
　GIGAスクールiPadパッケージ取得

256,532,474 円
議案第77号
　�字の区域および名称の変更について�
菩提寺の一部を、菩提寺北七丁目に変更する
約 80世帯、約230人が該当

◀ P3〜４

湖南市夏まつりに出展しました。��� ◀P11
一般質問　16名

�◀P12・�小中学校のプール授業・施設と維持管理・民間委託について
・湖南市の都市計画について� 永田　誠治

�◀P12
・�南海トラフ地震に備える防災について
・�使いやすい施設運営について
・�子ども・若者の命を守る支援について
・�図書館を中心としたまちづくりについて� 赤祖父裕美

�◀P13
・窓口業務のデジタル化推進について
・身寄りのない高齢者支援について
� 細川ゆかり

�◀P14
・戦後80年、平和への取り組みについて
・�誰もが投票しやすい環境づくりのための取り組みについて
・公立図書館、学校図書館に関することについて
・�甲賀市に大規模な産業廃棄物の処分場が計画されている問
題について� 松井　圭子

�◀P13
・生活保護について
・障がい児（者）施策について
・農業について
� 立入　善治

◀P14湖南市各部局等の業務課題とその対策について
� 森　　　淳

◀P15教員の資質向上と信頼構築に向けた対応について
� 澤田　　厚

◀P15
・発災時の初動について
・女性活躍推進について
・市広報誌について� 副田　悦子

◀P16
・�公共空間および公共施設が「使われ活きる」ための利活用推
進について
・�若者の健やかな育ちの保障と若者にとって魅力ある地域づ
くりのための若者施策と居場所づくりについて� 中土　翔太

◀P16
本市における「外国人問題」に関する実情と今後の共生につ
いて
� 曽我部一帆

◀P17
・子ども・若者の居場所について
・スポーツ施設・公園について
� 奥村　幹郎

◀P17湖南市活性化について
� 望月　　卓

◀P18消防力の向上について
� 堀田　繁樹

◀P18美しく活気がある安全な街を！
� 小林　義典

◀P19
・多文化共生について
・公共施設の予約方法について
・公園整備について
� 川波　忠臣

◀P19
・公営墓地における墓じまいについて
・市職員の労働環境について
・ふるさと納税について
� 松原　栄樹
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９月議会定例会　議決結果９月議会定例会　議決結果

９
月
定
例
会
を
終
え
て

定
例
会
最
終
日
の
前
日
に
ア
メ

リ
カ
の
利
下
げ
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
一
見
す
る
と
円
安
に
振
れ
て

輸
入
物
価
が
下
が
り
そ
う
に
思
い

ま
す
。
一
方
で
こ
の
こ
と
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
税
政

策
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
相
当
の
イ
ン
フ
レ
加
速
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
日
本
国
民
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
生

活
が
ど
う
な
る
の
か
心
配
さ
れ
る
な
か
、
日
本
で
は
与
党

の
総
裁
選
挙
が
目
前
で
す（
原
稿
筆
記
当
時
）。
ど
の
総
裁

に
な
っ
た
と
し
て
も
輸
出
入
対
策
を
含
め
た
国
内
物
価
高

対
応
が
せ
ま
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
湖
南
市
に
お
い
て
は
県
開
催

が
44
年
ぶ
り
と
な
る
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
成
功
裡
に
運
営

す
る
た
め
日
夜
職
員
や
関
係
者
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
市
議
会
も
組
織
に
関
与
す
る
立
場
と
し
て
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
責
務
で
す
。

市
議
会
は
委
員
会
中
心
主
義
と
い
っ
て
、
課
題
別
に
委

員
会
に
分
か
れ
て
深
く
議
論
を
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、
新
庁

舎
の
具
体
的
な
立
地
場
所
に
つ
い
て
の
意
見
具
申
、
議
会

改
革
推
進
特
別
委
員
会
で
は
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
議

論
を
全
国
の
類
似
人
口
市
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
派
制
議
会
運
営
検
討
特
別
委
員

会
で
は
、
特
定
の
会
派
が
寡
占
に
よ
る
議
会
運
営
を
し
な

い
よ
う
に
と
い
う
見
地
か
ら
、
議
会
運
営
委
員
会
の
選
出

基
準
を
見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
に
も
先
進
的
な

議
論
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

定
例
会
あ
い
さ
つ
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
９

月
定
例
会
は
湖
南
市
議
会
の
今
任
期
最
後
の
定
例
会
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
た
議
論
の
う
え
に
、
改
選
後
の

市
議
会
に
は
課
題
解
決
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
長
　
上
野
　
顕
介

議
長
コ
ラ
ム

分類 議　案　名　等 結果

承
　
　
認

承認第３号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第３号令和７年度湖南市一般会計補正予算（第３号））　歳
入歳出それぞれ１億2,026万９千円を追加し、補正後の額を270億
6,678万２千円とするもの。

◎

条
　
　
例

議案第48号
湖南市訪問看護ステーション財政調整基金条例の制定につい
て
訪問看護ステーション財政の調整を図り、健全な運営に資するた
め、基金の設置、管理および処分に関し必要な事項を定める条例を
制定するもの。

◎

議案第49号
湖南市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
令和６年人事院勧告に基づく国家公務員の勤務条件の改正およ
び民間労働法制に準じて、職員の仕事と生活の両立支援の拡充
に関する事項の整備を行うため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第50号
湖南市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
令和６年人事院勧告に基づく国家公務員の勤務条件の改正およ
び民間労働法制に準じて、職員の仕事と生活の両立支援の拡充
に関する事項の整備を行うため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第51号
湖南市税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法の一部改正により、個人住民税の特定親族特別控除制
度が創設されることに伴い、所要の改正を行うもの。

◎

議案第52号
湖南市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令
の一部を改正する政令の施行に伴い、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第53号
令和７年度湖南市一般会計補正予算（第４号）

【歳入歳出】それぞれ４億170万４千円を追加
【補正後の額】274億6,848万６千円

◎

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第54号
令和７年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

【歳入歳出】それぞれ6,758万円を追加
【補正後の額】54億4,961万１千円

◎

議案第55号
令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１
号）

【歳入歳出】それぞれ 647万３千円を追加
【補正後の額】４億5,182万３千円

◎

議案第56号
令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

【歳入歳出】それぞれ2,670万２千円を追加
【補正後の額】１3億8,421万円

◎

議案第57号
令和７年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第１号）

【歳入歳出】それぞれ１億8,481万３千円を追加
【補正後の額】42億875万６千円

◎

議案第58号
令和７年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算

（第１号）
【歳入歳出】それぞれ1,671万８千円を追加
【補正後の額】7,235万４千円

◎

議案第59号
令和７年度湖南市下水道事業会計補正予算（第１号）

【資本的支出】1,250万円追加
【補正後の額】19億894万９千円

◎

決
　
　
算

議案第60号
令和６年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　　　　  25,867,550,923円
歳出総額　　　　  25,143,597,663円
歳入歳出差引　　       723,953,260円を翌年度へ繰越

○

議案第61号
令和６年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について
歳入総額　　　　    5,322,714,186円
歳出総額　　　　    5,289,625,854円
歳入歳出差引　　　     33,088,332円を翌年度へ繰越

○
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※◎全会一致で可決・認定・可決及び認定・適任・同意　○賛成多数で認定

令和７年９月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）令和７年９月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　×：反対

議案番号 件　　　　名

きずな
日本共産党

湖南市議員団

湖南市
公明党
議員団

無 
会 
派

無 
会 
派

無 
会 
派

無 
会 
派

無 
会 
派

無 
会 
派

森
　
　

淳

望

月
　

卓

堀
田
　
繁
樹

奥
村
　
幹
郎

中
土
　
翔
太

永
田
　
誠
治

松
井
　
圭
子

立
入
　
善
治

川
波
　
忠
臣

副
田
　
悦
子

細
川
　
ゆ
か
り

赤
祖
父
　
裕
美

松
原
　
栄
樹

加
藤
　
貞
一
郎

小
林
　
義
典

澤

田
　

厚

曽
我
部
　
一
帆

議案60号
令和６年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ 欠 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案61号
令和６年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ 欠 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案64号
令和６年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ 欠 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

分類 議　案　名　等 結果

決
　
　
算

議案第62号
令和６年度湖南市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算
の認定について
歳入総額　　　　  　 489,688,665円
歳出総額　　　　  　 483,116,616円
歳入歳出差引　　  　     6,572,049円を翌年度へ繰越

◎

議案第63号
令和６年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について
歳入総額　　　　　1,344,809,954円
歳出総額　　　　　1,323,419,912円
歳入歳出差引　　　     21,390,042円を翌年度へ繰越

◎

議案第64号
令和６年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい
て
歳入総額　　　　　4,105,305,962円
歳出総額　　　　　3,956,115,589円
歳入歳出差引　　　   149,190,373円を翌年度へ繰越

○

議案第65号
令和６年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計決算の認
定について
収益的収入総額　　     46,634,064円
収益的支出総額　　     43,251,929円
純利益　　　　　　       3,382,135円

◎

議案第66号
令和６年度湖南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
について
収益的収入総額　　1,334,323,629円（税抜）
収益的支出総額　　1,280,378,879円（税抜）
純利益　　　　　　     53,944,750円
資本的収入総額　　   237,509,300円（税込）
資本的支出総額　　   473,454,730円（税込）
収支不足額　　　　   235,945,430円

（消費税資本的収支調整額と過年度損益勘定留保資金で補塡）

◎

議案第67号
令和６年度湖南市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について
収益的収入総額　　1,656,667,507円（税抜）
収益的支出総額　　1,569,401,624円（税抜）
純利益　　　　　　     87,265,883円
資本的収入総額　　1,043,834,820円（税込）
資本的支出総額　　1,712,398,825円（税込）
収支不足額　　　　   668,564,005円

（�消費税資本的収支調整額と過年度及び当年度損益勘定留保資
金で補塡）

◎

分類 議　案　名　等 結果

そ
　
の
　
他

議案第68号〜議案第71号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期が令和７年12月31日に満了することに伴い、人
権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会に意見を求めるも
の。

◎

議案第72号
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
教育委員会委員の任期が令和７年11月17日に満了することに伴い、
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定
に基づき、委員の任命について議会の同意を求めるもの。

◎

議案第73号〜議案第75号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに
ついて
固定資産評価審査委員会委員の任期が令和７年11月17日に満了
することに伴い、地方税法第423条第３項の規定に基づき、委員の選
任について議会の同意を求めるもの。

◎

議案第76号
財産の取得について
財産を取得することについて、地方自治法第96条第１項第８号およ
び湖南市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分
に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるもの。

【取得物件】　ＧＩＧＡスクールｉＰａｄパッケージ
【取得価格】　256,532,474円（税込）
【契約の相手方】　株式会社ウチダビジネスソリューションズ

◎

議案第77号
字の区域および名称の変更について
住居表示の実施に伴い、菩提寺の一部を、菩提寺北七丁目に変更
する。
区域面積：約2.5ha、人口：約230人、世帯数：約80世帯

◎

意
見
書

意見書第4号
女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書 ◎

議
発
議
案

議発議案第5号
湖南市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ◎

議発議案第6号
湖南市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について ◎
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令和６年度一般会計・特別会計・企業会計決算令和６年度一般会計・特別会計・企業会計決算
８会計の決算をすべて認定８会計の決算をすべて認定

一般会計と４つの特別会計および３つの企業会計の各決算について、予算が計画的かつ効果的に執行され
たか慎重に審査を行いました。審査にあたっては執行部との間で、多岐にわたって詳細な質疑応答が交わさ
れました。活発な審議の結果、その内容を適正なものと認め、いずれの会計決算も認定しました。

� 区　　分会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額 結果
一 般 会 計 25,867,550,923 25,143,597,663 723,953,260 ○

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,322,714,186 5,289,625,854 33,088,332 ○
国民健康保険診療所特別会計 489,688,665 483,116,616 6,572,049 ◎
後期高齢者医療特別会計 1,344,809,954 1,323,419,912 21,390,042 ◎
介 護 保 険 特 別 会 計 4,105,305,962 3,956,115,589 149,190,373 ○
（ 特 別 会 計 合 計 ） 11,262,518,767 11,052,277,971 210,240,796 ◎

企
　
業
　
会
　
計

訪問看護
ステーション
事業

収
益
的

収 入 46,634,064

◎支 出 43,251,929 3,382,135
資
本
的

収 入 0
支 出 0 0

水道事業

収
益
的

収 入 1,450,052,921

◎支 出 1,372,083,311 77,969,610
資
本
的

収 入 237,509,300
支 出 473,454,730 △ 235,945,430

下水道事業

収
益
的

収 入 1,748,415,506

◎支 出 1,617,377,497 131,038,009
資
本
的

収 入 1,043,834,820
支 出 1,712,398,825 △ 668,564,005

合　　　計 41,656,516,301 41,414,441,926 242,074,375
※◎全会一致で認定・可決及び認定　　○賛成多数で認定

� （単位：円）

●議案第60号

川波 忠臣議員
予算を過大に計上した結果、不用額が多く発生しました。
他事業への予算活用機会を逸し、市民サービス向上に活か
せませんでした。積算精査・適正執行と補正予算で弾力運用
を徹底すべきとして、認定に反対です。

反対
令和６年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について

立入 善治議員
施設入所待機者は特別養護老人ホームで118人、在宅待
機者は55人。サービス付き高齢者住宅ができ、入所待機
者は減少したとされているが、市として把握できていない。
施設不足は事実。高齢化が進むことから改善を求めます。

反対 副田 悦子議員
特養待機者はいるものの微減している現状であり、関係者
が参加する認知症理解を広げる講座や多様な地域ケア会議
を開催するなど、地域に寄り添った工夫が見られます。今
後の重層的支援体制整備にむけて中核をなしていく地域包
括支援センターを進めるべきだと考え認定に賛成します。

賛成

●議案第64号
令和６年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

小林 義典議員
市民福祉の向上が重要であり、健康づくりの取り組みでは、
特定検診、特定保健指導、保健師の訪問などにより生活習
慣予防を実施している。将来にわたる国民皆保険の持続を
支える重要な制度改革であり賛成とする。

賛成立入 善治議員
国保法の第１条は事業の健全な運営を確保し、もって社会
保障及び国民保健の向上に寄与することとあります。社会
保障の観点から、国が責務を果たすことが必至。国の負担
を強く求めていただきたい。認定は否とします。

反対

●議案第61号
令和6年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

本 会 議 で の 議 案 の 討 論

赤祖父 裕美議員
実質収支額は、6億6,040万2,260円。基金総額は103億
9,101万1,555円と以前より増えている。財政分析指数
の４指標は、特段の問題はない。委員会での質疑を踏まえ、
心豊かに暮らせる湖南市発展に願いを込めて賛成とします。

賛成
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意見書第４号
女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書

　昭和54年（1979年）、国連はあらゆる分野において女性に対する差別を撤廃し、女性に対して男性と平等の権
利を保障するための「女性差別撤廃条約」を採択し、我が国は昭和60年（1985年）に同条約を批准した。
　また、平成11年（1999年）には女性差別撤廃条約選択議定書が国連総会で採択され、翌年の平成12年（2000年）
に発効された。個人通報制度等を定める同選択議定書を批准することにより、条約締結国は女性の人権侵害の救
済と人権の保障をより強化することができるものと考えられ、現在、条約締結国189か国中115か国が批准してい
るものの、我が国は未だこれを批准していない。
　令和２年（2020年）12月25日に閣議決定された第５次男女共同参画基本計画では、新型コロナウイルス感染症
の拡大によって配偶者等からの暴力や性暴力の増加・深刻化の懸念や女性の雇用・所得への影響等が顕在化した
との認識が示されているが、女性差別撤廃条約選択議定書の批准はこのような現状を変える重要な第一歩となり
得る。
　同基本計画には「女子差別撤廃条約の選択議定書については、諸課題の整理を含め、早期締結について真剣な
検討を進める」とされており、国は、この計画にのっとり、同選択議定書の批准に向けた検討を進めていく必要
がある。
　よって、国会および政府におかれては、個人通報制度受入れに当たっての我が国の司法制度や立法政策におけ
る課題や実施体制等の検討課題について議論を深め、女性差別撤廃条約選択議定書を早期に批准するよう強く求
める。 
 　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

提出先：内閣総理大臣、法務大臣、外務大臣、内閣府特命担当大臣（男女共同参画）、衆議院議長、参議院議長　　

全会一致で可決

議
案
第
53
号

主
な
質
疑

問　

市
営
住
宅
東
寺
団
地

債
権
回
収
業
務
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

答　

昨
年
の
訴
訟
提
起
に

よ
り
裁
判
手
続
き
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
早
期
明

け
渡
し
を
実
現
す
る
た
め
、

放
置
自
動
車
撤
去
費
用
等

の
実
務
的
費
用
を
補
正
予

算
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

問　

企
業
立
地
促
進
奨
励

金
の
申
請
漏
れ
に
つ
い
て
。

答　

企
業
側
で
償
却
資
産

の
一
部
に
申
請
漏
れ
が
あ

り
、
市
の
担
当
者
も
見
落

と
し
て
お
り
、
今
年
度
分

の
申
請
時
に
漏
れ
が
判
明

し
た
た
め
、
不
足
分
を
増

額
し
ま
し
た
。

問　

市
民
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
の
外
壁
等
改
修
工
事

付託案件 ７件

予算
常任委員会

に
必
要
な
現
場
管
理
業
務

委
託
に
か
か
る
費
用
は
。

答　

当
初
予
算
に
計
上
漏

れ
が
あ
り
、
改
修
工
事
費

用
内
で
振
替
え
ま
し
た
。

問　

不
動
産
鑑
定
料
の
単

価
に
つ
い
て
。

答　

見
積
も
り
に
よ
っ
て

13
万
円
と
消
費
税
の
２
箇

所
分
を
計
上
し
ま
し
た
。

問　

現
在
の
財
政
調
整
基

金
の
総
額
は
。

答　

令
和
７
年
度
末
現

在
高
の
見
込
み
と
し
て
、

41
億
９
５
２
万
円
で
、
高

松
公
園
売
却
の
16
億
円
を

含
み
ま
す
。

問　

軽
度
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
助
成
事
業
の

具
体
的
な
補
助
内
容
は
。

答　

当
初
予
算
で
は
、
補

聴
器
新
規
１
台
と
修
繕
で

２
台
分
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
し
た
。
予
算
上
は

耳
掛
け
式
の
補
聴
器
を

想
定
し
て
お
り
、
今
回
、

20
万
円
程
度
の
軟
骨
伝
導

補
聴
器
の
申
請
が
２
台
出

て
き
た
た
め
、
20
万
円
の

増
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
54
号

問　

国
民
健
康
保
険
シ
ス

テ
ム
改
修
に
つ
い
て
。

答　

令
和
８
年
度
か
ら
国

が
設
置
す
る
制
度
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
で
す
。

問　

基
金
の
積
み
立
て
に

つ
い
て
。

答　

差
額
分
は
、
基
金
に

積
み
上
げ
ま
す
が
、
令
和

８
年
度
末
で
ゼ
ロ
に
な
る

方
向
で
保
険
税
の
設
定
を

し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
55
号

議
案
第
56
号

議
案
第
57
号

議
案
第
58
号

議
案
第
59
号全

員
賛
成
で
可
決
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付託案件　８件

決算
常任委員会

議
案
第
60
号

問　

一
般
会
計
の
不
用
額

は
、
平
成
28
・
29
・
30
年
度

は
約
４
億
円
台
で
推
移
、

令
和
６
年
度
は
約
17
億
円

と
高
額
、
次
年
度
の
予
算

に
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

答　

多
額
の
不
用
額
の
発

生
は
、
他
事
業
に
活
か
せ

な
か
っ
た
財
源
の
損
失
、

当
初
予
算
の
積
算
精
度
や

適
正
な
補
正
対
応
に
努
め

ま
す
。

問　

不
納
欠
損
額
が
前
年

度
よ
り
減
少
、
徴
収
の
推

移
は
。

答　

現
年
度
分
を
優
先
徴

収
、
生
活
支
援
と
連
携
し

生
活
の
立
て
直
し
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

問　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
売

却
分
が
、
公
共
公
益
施
設

等
整
備
基
金
に
積
み
立
て

さ
れ
た
中
で
、
運
用
の
区

別
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
、
施
設
改
修
計

画
の
中
で
、
区
分
し
て
確

実
に
管
理
し
ま
す
。

問　

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

の
子
育
て
支
援
事
業
の
利

用
と
内
容
等
の
差
は
。

答　

各
館
の
子
育
て
支
援

事
業
の
内
容
は
、
各
館
に

任
せ
て
い
ま
す
。

問　

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
５

年
リ
ー
ス
事
業
内
容
と
５

年
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

５
年
間
で
契
約
金

額
は
１
億
２
２
２
９
万 

６
４
０
０
円
、
小
学
校
７

校
分
で
設
備
工
事
込
み
。

令
和
６
年
度
は
、
そ
の
内

の
６
か
月
分
の
支
払
い
。

リ
ー
ス
終
了
後
は
無
償
譲

渡
で
、
学
校
の
も
の
と
な

り
ま
す
。

問　

債
務
負
担
行
為
を
行

わ
な
い
理
由
と
リ
ー
ス
に

し
た
理
由
は
。

答　

長
期
継
続
契
約
の
条

例
で
、
物
品
の
賃
借
は
債

務
負
担
行
為
設
定
な
し
で

契
約
で
き
る
の
で
適
用
し

ま
し
た
。
補
助
金
を
活
用

し
単
独
工
事
を
し
た
場
合

と
比
較
し
、
価
格
面
や
財

政
平
準
化
も
検
討
の
上
で

リ
ー
ス
に
決
定
し
ま
し
た
。

問　

市
費
の
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

時
給
単
価
３
５
８
０
円
の

積
算
根
拠
、
不
登
校
児
の

増
加
に
対
し
て
、
十
分
な

人
数
か
。

答　

県
の
単
価
に
合
わ
せ

た
時
給
。
市
費
１
人
、
県

費
２
人
の
配
置
で
巡
回
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
専
門
職
を
増

や
す
だ
け
で
は
、
解
決
で

き
な
い
状
況
、
校
内
の
体

制
強
化
が
必
要
で
す
。

問　

学
校
司
書
の
年
間
の

勤
務
時
間
状
況
及
び
処
遇

改
善
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
学
校
司
書

の
勤
務
時
間
が
若
干
異

な
っ
て
い
ま
す
。
湖
南
市

教
育
委
員
会
に
お
け
る
特

殊
の
考
慮
を
要
す
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

関
す
る
規
則
に
基
づ
き
時

給
１
０
５
０
円
。
専
門
職

の
処
遇
改
善
を
他
市
町
の

状
況
も
見
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。

問　

奨
学
資
金
給
付
事
業

の
実
績
の
推
移
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
、
36

名
の
方
に
支
給
。
令
和
５

年
度
は
27
名
、
令
和
４
年

度
は
29
名
。
令
和
７
年
度

現
時
点
で
47
名
の
方
へ
支

給
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

の
卒
業
時
に
就
学
援
助
受

給
の
家
庭
に
案
内
文
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

問　

天
然
記
念
物
ウ
ツ
ク

シ
マ
ツ
保
全
の
事
業
に
指

定
し
た
寄
付
金
よ
り
実
績

が
少
な
い
点
と
過
去
か
ら

の
累
積
分
を
把
握
で
き
て

い
る
の
か
。

答　

具
体
的
な
活
用
が
進

ん
で
お
ら
ず
、
使
い
切
れ

て
い
な
い
。
寄
付
金
の
残

額
は
財
政
調
整
基
金
に
移

し
て
お
ら
ず
、
ウ
ツ
ク
シ

マ
ツ
関
連
と
し
て
把
握
で

き
て
い
ま
す
。

問　

市
外
へ
の
寄
付
の
流

出
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
湖 

南
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
付
額
が
２
億
３
３
５
６ 

万
円
に
対
し
、
他
市
へ

は
、
２
億
７
７
４
７
万 

３
４
５
８
円
で
す
。
中
間

委
託
事
業
者
を
一
本
化
し
、

今
後
は
戦
略
的
に
寄
付
拡

大
と
関
係
人
口
創
出
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。

問　

会
計
年
度
任
用
職
員

の
時
給
換
算
は
。

答　

最
低
賃
金
を
基
本
と

し
た
計
算
で
は
な
く
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員

の
給
与
を
時
給
換
算
し
て

決
定
し
て
い
ま
す
。

問　

道
路
維
持
修
繕
、
舗

装
補
修
で
約
７
９
６
３
万

円
の
執
行
、
要
望
対
応
で

き
た
の
か
。

答　

令
和
５
年
度
増
額
補

正
し
大
規
模
な
維
持
補
修

を
し
た
結
果
、
令
和
６
年

度
は
基
本
的
に
要
望
対
応

が
で
き
２
０
０
０
万
円
不

用
で
し
た
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

者
は
毎
年
わ
ず
か
、
空
き

家
総
数
は
年
々
増
加
、
対

応
は
。

答　

所
有
者
や
相
続
人
調

査
に
よ
り
59
件
に
通
知
・

対
応
実
績
は
あ
る
が
、
粘

り
強
い
指
導
が
必
要
で
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
事
業
の
今
後
に
つ

い
て
は
。

答　

運
転
手
不
足
と
運
転

手
の
高
齢
化
が
深
刻
、
平

均
年
齢
65
．３
歳
。
公
共

交
通
の
根
幹
と
し
て
維
持

し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
タ

ク
シ
ー
車
両
利
用
な
ど
の

手
段
も
検
討
。
現
在
一
部

タ
ク
シ
ー
車
両
で
代
替
運

行
。
非
正
規
で
は
な
く
正

規
ド
ラ
イ
バ
ー
で
安
定
的

な
体
制
を
事
業
者
へ
求
め

て
い
く
。
各
課
所
管
の
移

動
支
援
を
洗
い
出
し
庁
内

検
討
を
重
ね
ま
す
。

問　

国
は
将
来
的
に
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

補
助
金
を
縮
小
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
体
制
整
備

の
面
で
整
っ
た
の
か
。

答　

社
協
へ
の
委
託
に
よ

る
地
域
づ
く
り
事
業
の
基
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盤
強
化
、
各
担
当
課
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
配
置
、

連
携
会
議
等
で
一
定
体
制

整
備
は
で
き
た
が
、
既
存

制
度
の
隙
間
を
埋
め
る
支

援
体
制
ま
で
は
達
し
て
い

ま
せ
ん
。賛

成
多
数
で
認
定

議
案
第
61
号

問　

被
保
険
者
、
保
険
税

収
入
と
も
に
減
少
。
一
方

で
医
療
費
は
増
加
傾
向
。

今
後
の
課
題
は
。

答　

透
析
医
療
費
が
増
加
。

市
全
体
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
啓
発
も
重
要
で
す
。

反
対
討
論

　
令
和
９
年
度
か
ら
県
統

一
に
よ
る
保
険
税
の
値
上

げ
が
、
収
納
率
を
更
に
厳

し
く
す
る
こ
と
を
懸
念
す

る
。

　
社
会
保
障
と
し
て
国
に
、

も
っ
と
財
政
支
援
を
す
る

よ
う
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
の
認
定
に
つ
い

て
は
否
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　
こ
の
制
度
そ
の
も
の
の

実
行
は
市
が
担
っ
て
い
る
。

市
が
独
自
で
考
え
て
手
当

を
す
る
の
は
別
問
題
。
母

体
と
な
る
県
が
き
ち
ん
と

す
べ
き
で
、
そ
う
し
な
い

と
こ
の
制
度
は
無
く
な
る
。

よ
っ
て
こ
の
認
定
に
つ
い

て
は
可
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
62
号

問　

石
部
診
療
所
、
水
戸

診
療
所
の
年
間
患
者
数
の

減
少
に
つ
い
て
は
。

答　

石
部
診
療
所
は
、
整

形
外
科
の
診
療
科
目
が

減
っ
た
こ
と
、
水
戸
診
療

所
は
コ
ロ
ナ
後
の
発
熱
外

来
の
減
少
や
長
期
投
薬
に

よ
る
診
療
回
数
の
減
少
が

要
因
で
す
。

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
63
号
令

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
64
号

問　

介
護
激
励
金
の
登
録

件
数
や
周
知
状
況
に
つ
い

て
は
。

答　

年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
居
宅
介
護
支
援
専
門

員
、
民
生
委
員
さ
ん
を
通

じ
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
待
機
者
数
は
。

答　

令
和
６
年
４
月
現
在
、

１
１
８
人
。

反
対
討
論

　
複
数
申
し
込
み
を
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
待
機
者

は
お
ら
れ
、
在
宅
で
の
待

機
者
は
55
人
、
要
介
護
３

以
上
の
方
も
お
ら
れ
る
状

況
。
サ
ー
ビ
ス
不
足
の
た

め
、
こ
の
認
定
は
否
と
し

ま
す
。

賛
成
討
論

　
待
機
者
が
お
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
市
が

施
設
を
運
営
し
て
常
設
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

な
の
か
と
疑
問
が
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
は
、
こ
の

世
の
中
で
必
要
な
制
度
で

あ
り
、
こ
の
認
定
に
可
と

し
ま
す
。賛

成
多
数
で
認
定
　

議
案
第
65
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
66
号
及
び
議
案
第

67
号

全
員
賛
成
で
可
決

及
び
認
定

事務事業評価事務事業評価
事業評価：空家対策推進事業
少子高齢化等により空き家等の増加がもたらす諸

問題について、空家等対策の推進に関する特別措置

法に基づき、空き家サポートセンターあきやナクス

を窓口に、空き家の所有者等に対し適正管理に係る

助言・指導を行なっている。

● 令和６年度苦情・相談受付件数 67 件そのうち

59 件の空き家に対し適正管理を市道・助言し

43件（７割）が所有者・管理者により改善。

●令和６年度　空き家バンク登録申請件数２件

●令和６年度　特定空家認定１件で除去１件。

令和２年度～令和６年度まで15件認定で13件除

却。

残り２件のうち、相続人調査中１件、除去手続き

中１件

↓　　↓　　↓

《委員会からの意見》
人口減少、少子高齢化に伴い、空き家は増加する

のは、明らか。空き家対策事業の必要性は全員満点。

しかし、有効性、達成度、効率性については、各

委員辛口の採点を付けました。

今後、空き家発生を予防する対策が必要というの

は、共通意見でした。

「わが家」の終活ノートの作成、空き家に関しての

意識向上。関係機関との連携は欠かせない。

所有者、管理者等の理解・指導・援助には、粘り強

い関わりが必要となってくる。固定資産税等の税の

問題や市街化調整区域の見直し等は、国へ働きかけ

をしていただきたい。空き家の現況は、約９割が居

住可能な空き家と多い（しかし市街化区域か市街化

調整区域であるかの調査分析ができていない）

新築住宅でなく、空き家をリフォームして居住す

る方を選択するためのメリットが必要。移住定住施

策や税優遇、福祉施策など担当課を超えて取り組む

必要性がある。また観光産業、居場所、まちづくり

等と関連した幅広い事業に展開するためにも、他課

や関係機関との連携が不可欠である。
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議
案
第
49
号

問　

実
際
に
制
度
に
つ
い

て
説
明
す
る
の
は
、
任
命

権
者
で
は
な
く
、
職
場
の

長
に
な
る
の
か
。

答　

任
命
権
者
に
申
し
出

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
職
場
の
上
司
に

申
し
出
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
50
号

問　

部
分
休
業
と
は
、
基

本
的
に
有
給
で
す
か
。

答　

部
分
休
業
と
い
う
の

は
無
給
に
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
51
号

問　

特
定
親
族
特
別
控
除

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

特
定
親
族
と
は
。
地
方
税

法
第
３
１
４
条
の
2
第
１

項
第
12
号
に
規
定
さ
れ
る

と
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
。

総務
常任委員会

付託案件　４件

付託案件　２件

福祉教育
常任委員会

議
案
第
48
号

問　

基
金
の
上
限
金
額
の

目
安
は
あ
る
の
か
。

答　

令
和
6
年
の
決
算
に

お
い
て
多
額
の
剰
余
金
が

出
ま
し
た
が
、
特
別
会
計

に
置
き
換
え
る
と
予
備
費

に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
一
旦
基
金

に
入
れ
て
、
不
足
し
た
場

合
に
繰
り
入
れ
す
る
形
に

し
て
い
ま
す
。
貯
め
る
目

的
で
は
な
い
の
で
上
限
な

ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

基
金
残
高
が
な
く
な

れ
ば
廃
止
す
る
の
か
。

答　

一
定
期
間
を
見
て
不

必
要
に
な
れ
ば
基
金
の
廃

止
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
76
号

問　

前
回（
令
和
2
年
度
）

よ
り
購
入
台
数
が
増
え
て

い
る
の
は
。

議
案
第
52
号

　
湖
南
市
移
動
等
円
滑
化

の
た
め
に
必
要
な
特
定
公

園
施
設
の
設
置
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て全員

賛
成
で
可
決

産業経済
常任委員会

付託案件　１件

答　

税
金
を
納
め
て
い
る

人
に
扶
養
家
族
が
い
る
場

合
、
一
般
控
除
や
配
偶
者

控
除
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
学
生
の
年
代
の
人

は
、
特
定
特
別
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
77
号

問　

現
在
、
菩
提
寺
と
い

う
町
名
は
他
に
も
あ
る
の

か
。

答　

旧
の
在
所
の
菩
提
寺

と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
大
字
菩
提
寺

で
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

答　

児
童
生
徒
数
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒

数
の
15
％
ま
で
の
予
備
台

数
が
国
か
ら
認
め
ら
れ
て

お
り
、
湖
南
市
で
は
5
％

を
見
込
ん
で
購
入
し
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
前
回
は
各

校
２
台
の
予
備
数
で
し
た

が
、
今
回
は
各
ク
ラ
ス
１

台
ぐ
ら
い
が
見
込
め
ま
す
。

問　

ど
の
く
ら
い
の
修
理

台
数
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

令
和
３
年
度
28
台
、

令
和
４
年
度
31
台
、
令
和

５
年
度
58
台
、
令
和
６
年

度
71
台
。
老
朽
化
し
て
く

る
と
修
理
台
数
も
増
え
ま

す
し
、
今
後
持
ち
帰
り
が

進
む
と
故
障
率
も
あ
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
員
が
不
特
定
多

数
の
市
民
に
年
賀
状
を
出

す
こ
と
や
、
歳
暮
・
年
賀

な
ど
の
物
を
送
る
寄
附
、

地
域
へ
の
催
し
物
へ
寸
志

な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
し
、

寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

す
る
、
ま
た
は
要
求
す
る

こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
の

議
員
の
寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

禁
止
に
つ
い
て

年賀

お
歳
暮
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委員長報告

庁舎整備検討
特別委員会

　
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委

員
会
は
、
令
和
６
年
９
月

議
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、

同
年
８
月
28
日
に
第
１
回

を
開
催
以
来
、
令
和
７
年

９
月
ま
で
に
６
回
の
委
員

会
を
開
催
し
調
査
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り

組
み
は
、
令
和
４
年
、
東

庁
舎
耐
震
診
断
の
結
果
が

Ｉ
Ｓ
値
０
．22
で
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が

高
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
か
ら
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
で
庁
舎
整

備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
と
の

懇
談
会
等
の
実
施
に
よ
り

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

庁
舎
整
備
の
方
向
性
が
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
３
月
議
会
に
お

い
て
市
長
か
ら
新
築
建
て

替
え
の
方
針
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
６
年
12
月
19
日
開

催
の
第
２
回
委
員
会
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等

の
災
害
に
備
え
、
早
急
な

庁
舎
整
備
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
、
全
面
建
て
替
え

や
現
庁
舎
耐
震
補
強
も
含

め
て
検
討
し
、
東
庁
舎

周
辺
で
の
新
築
・
建
て
替

え
が
耐
震
性
能
・
執
務
ス

ペ
ー
ス
へ
の
影
響
・
工
期
・

業
務
継
続
・
30
年
間
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に

お
い
て
適
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
財
源
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
有

利
な
地
方
債
な
ど
を
活
用

す
べ
き
、
床
面
積
も
職
員

数
を
考
慮
す
べ
き
、
他
市

の
先
進
事
例
を
参
考
に
す

る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
３
月
18
日
開

催
の
第
３
回
委
員
会
で
は
、

２
か
年
を
か
け
た
庁
舎
整

備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

そ
の
概
要
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
は
新
築
・
建
て
替
え

が
最
適
で
あ
り
、
行
政
機

能
は
東
庁
舎
周
辺
に
可
能

な
限
り
集
約
し
、
財
政
負

担
に
つ
い
て
は
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に

努
め
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
庁
舎
建
設
位
置
に
つ
い

て
は
Ａ
案（
高
台
）・
Ｂ
案

（
職
員
駐
車
場
側
）・
Ｃ
案

（
東
庁
舎
南
側
駐
車
場
）の

３
案
の
候
補
地
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
概
算
費
用
は
新

庁
舎
89
億
円
、
東
庁
舎
周

辺
全
体
で
約
１
２
５
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
委
員
か
ら
は
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

建
設
場
所
の
決
定
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
可
能

な
限
り
、
早
期
に
建
設
場

所
を
定
め
、
令
和
９
年
度

か
ら
早
期
に
事
業
を
進
め

た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

６
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
委
員
会
で

は
、
令
和
元
年
度
に
策
定

し
た
実
施
設
計
の
一
部
活

用
で
有
利
な
起
債
で
あ
る

市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保

全
事
業
債
の
適
用
が
可
能

と
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

最
大
限
有
利
な
財
源
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
示
、

市
内
産
品
や
県
内
産
な
ど

の
活
用
、
執
務
室
の
適
正

配
置
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
第
５
回
委
員
会
で
は
、

新
庁
舎
本
体
89
億
円
、
設

計
費
４
億
円
、
合
計
93
億

円
と
の
試
算
で
庁
舎
整
備

基
本
計
画
案
Ａ
案
・
Ｂ
案
・

Ｃ
案
の
３
案
に
つ
い
て
詳

細
説
明
の
後
、
各
委
員
か

ら
質
疑
が
あ
り
、
新
庁
舎

位
置
選
定
の
視
点
と
し
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

も
予
測
さ
れ
る
中
で
、
早

期
の
移
転
時
期
、
財
源
計

画
、
環
境
負
荷
、
物
価
高

騰
リ
ス
ク
や
周
辺
施
設
の

利
活
用
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
て
、
Ｃ
案（
現
東

庁
舎
南
側
駐
車
場
）が
最

適
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
に
開
催
さ
れ

た
第
６
回
委
員
会
で
は
、

執
行
部
か
ら
新
庁
舎
整
備

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

の
新
庁
舎
実
施
設
計
に
向

け
て
委
員
を
含
む
全
議
員

か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
審

査
い
た
し
ま
し
た
。
庁
舎

内
の
議
会
ス
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
の
利
便
性
や
傍
聴
シ

ス
テ
ム
の
工
夫
、
執
務
ス

ペ
ー
ス
と
市
民
ス
ペ
ー
ス

の
区
分
け
の
明
示
、
立
体

駐
車
場
な
ど
庁
舎
敷
地
の

有
効
活
用
、
ま
た
、
周
辺

関
連
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

反
映
さ
せ
て
い
く
と
と
も

に
、
周
辺
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
も
関
係
部
署
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
進
め

て
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

庁
舎
整
備
検
討
特
別

委
員
会
は
６
回
の
委
員

会
、
２
回
の
先
進
地
視
察

を
実
施
す
る
な
ど
調
査
・

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
新
築
・
建
て
替
え
に

よ
る
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

の
確
か
な
方
向
性
が
確
認

さ
れ
、
一
定
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
こ
こ
に
庁
舎
整
備

検
討
特
別
委
員
会
の
審
査

を
終
了
い
た
し
ま
す
。
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議
会
で
は
、
湖
南
市
議
会
基
本
条
例
制
定
前
の
平
成

24
年
５
月
に
４
中
学
校
区
域
を
対
象
と
し
た
試
行
的
な

議
会
報
告
会
の
開
催
を
皮
切
り
に
、
各
常
任
委
員
会
の

所
管
団
体
や
高
校
生
を
対
象
と
す
る
な
ど
、
広
報（
情

報
発
信
）と
広
聴（
意
見
聴
取
）の
場
づ
く
り
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
教
育
長
は
じ

め
先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て「
湖
南
市
中
学
校
生
徒
会

サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」を
実
施
し
、
４
校
の
生
徒
会
と
議

員
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
聴
取
を
実
施
。
い
た

だ
い
た
意
見
は
、
議
会
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ス
テ
ム
」（
意

見
を
委
員
会
報
告
や
提
言
等
の
形
で
市
政
に
反
映
す
る

仕
組
み
）を
活
用
し
、
総
務
・
福
祉
教
育
・
産
業
経
済
の

各
常
任
委
員
会
の
連
合
審
査
で
共
有・協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
議
会
の
広
報
・
広
聴
機
能
の
強
化
を

目
的
に
新
設
さ
れ
た「
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
」が
市
民

と
の
意
見
交
換
会
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
は
、
昨
年
度
の
反

省
を
踏
ま
え
た
改
善
を
行
い
、
議
論
に
充
て
る
時
間
を

昨
年
よ
り
多
く
確
保
し
ま
し
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

は
、
昨
年
は
教
育
委
員
会
か
ら
の
配
置
で
し
た
が
、
今

年
は
教
育
委
員
会
２
人
に
加
え
て
議
員
２
人
も
担
当

し
、
進
行
と
記
録
の
双
方
を
強
化
し
ま
し
た
。
進
行
方

法
は
、
付
箋
と
模
造
紙
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
、
出
さ
れ
た
意
見
を
そ
の
場
で
可
視
化
し
、
整
理・

深
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

た
っ
て
は「
大
人
が
結
論
を
誘
導
せ
ず
、
中
学
生
の
主

体
的
な
意
見
を
引
き
出
す
」「
否
定
せ
ず
に
問
い
か
け
で

思
考
を
支
え
る
」「
可
視
化
で
合
意
点
と
論
点
を
整
理
す

る
」と
い
っ
た
基
本
姿
勢
を
共
有
し
、
中
学
生
が
安
心

し
て
発
言
で
き
る
場
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　
今
年
の
議
論
で
は
、
大
き
く
次
の
４
点
が
整
理
さ
れ

中学校生徒会サミット2025

ま
し
た
。

①
交
流・つ
な
が
り

　
学
校
間
交
流（
合
同
行
事
等
）の
充
実
、
地
域
・
世
代
間

交
流
の
推
進
、
生
徒
会
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
。

②
居
場
所（
遊
び・学
び
）

　
図
書
館
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
で
の
自
習
・
調
べ

物
環
境
、
屋
内
外
の
遊
び
・
ス
ポ
ー
ツ
の
場
、
若
者
向
け

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ま
た
中
学
生
が
自
ら
企
画
す

る
機
会
の
整
備
。

③
交
通・移
動

　
J
R
草
津
線
の
利
便
性
向
上
、
地
域
施
設
へ
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
バ
ス
路
線
、
通
学
を
含
む
移
動
の
安
心
確
保
。

④
魅
力・活
性
化

　
名
物・特
産
の
発
信
、
若
者
に
人
気
の
施
設・店
舗
、
駅

前
や
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
。

　
こ
れ
ら
に
関
し
、
行
政
の
役
割
と
し
て
は
、
交
流
を
恒

常
化
す
る
枠
組
み
や
助
成
、
施
設
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ・電
源・

机
椅
子
等
の
環
境
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
申
請
の
簡
素
化
と
伴

走
支
援
、
交
通
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
や
中
高
生
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
と
の
連
携
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
い
た
だ
い
た
意
見
は
昨
年
度
同
様
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ス
テ
ム
で
扱
う
こ
と
と
な
り
、
①
交
流
・
つ
な
が
り

お
よ
び
②
居
場
所（
遊
び・学
び
）に
つ
い
て
は
、
総
務・福

祉
教
育
の
各
常
任
委
員
会
、
③
交
通
・
移
動
お
よ
び
④
魅

力
・
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
に
お

い
て
議
論
や
調
査
、
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
昨
年
度
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
取
組
と
し
て
、

今
年
度
は
年
度
中
に
議
員
が
各
中
学
校
を
訪
問
し
、
い
た

だ
い
た
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
途
中
経
過
を
報
告
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ

ト
の
成
果
と
課
題
を
次
年
度
に
引
き
継
ぎ
、
継
続
的
な
開

催
に
向
け
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
湖
南
市
議
会
で
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
広
聴
の
機
会
を
通
じ
、
い
た
だ
い

た
声
を「
聞
い
て
終
わ
り
」に
せ
ず
、
政
策
サ
イ
ク
ル
に

乗
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
へ
の
反
映
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
広
聴
を
実
施
し
ま
し
た

　
湖
南
市
夏
ま
つ
り
に
て
、
湖
南
市
議
会
初
め
て
の
試

み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
広
聴
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
実
施
内
容
と
集
計
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

設
問
①　

回
答
数
１
２
１

議
会
広
報
紙
を

　
い
つ
も
見
て
い
る�

31

　
時
々
見
て
い
る�

26

　
見
て
い
な
い�

64

設
問
②　

回
答
数
１
１
１

広
報
紙
の
発
行
日
を
10
日
早
め
21
日
と
し
た
が

　
良
か
っ
た�

57

　
良
く
な
か
っ
た�

0

　
わ
か
ら
な
い�

54

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
齢
層
別
資
料
も
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
広
報
紙
発
行
方
法
や
、

読
者
増
に
つ
な
げ
る
貴
重
な
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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プ
ー
ル
授
業
と
維
持
管

理
・
民
間
委
託
に
つ
い
て

問　

年
に
一
度
機
械
設
備

を
業
者
委
託
し
、
シ
ー
ズ

ン
前
の
清
掃
、
用
具
の
点

検
、
授
業
が
始
ま
れ
ば
児

童
の
健
康
管
理
、
天
候
、

水
温
、
水
位
、
水
質
、
薬

剤
投
入
な
ど
の
作
業
を
毎

日
行
う
先
生
方
の
負
担
軽

減
と
施
設
の
維
持
管
理
費

削
減
の
た
め
に
も
新
た
な

方
向
に
進
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

今
後
、
維
持
管
理
費

の
削
減
の
た
め
に
も
水
泳

学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、

他
市
町
の
取
組
状
況
な
ど

参
考
に
検
討
の
時
期
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問　

民
間
委
託
、
公
共
施

設
利
用
に
つ
い
て
。

答　

民
間
施
設
の
利
用
、

複
数
校
で
１
プ
ー
ル
の
共

同
利
用
な
ど
を
視
野
に
入

れ
る
検
討
の
時
期
が
き
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

都
市
計
画
に
つ
い
て

問　

定
住
で
き
る
住
み
良

い
環
境
に
つ
い
て
。

答　

湖
南
市
の
未
来
を
築

く
た
め
に
は
市
民
や
関
連

団
体
と
協
力
し
持
続
可
能

で
安
心
な
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
子
育

て
支
援
や
シ
ニ
ア
ケ
ア
の

充
実
、
地
域
の
防
災
力
向

上
、
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
観
光
資
源
の
積
極
的

な
活
用
、
市
が
市
民
の
声

を
反
映
し
笑
顔
を
生
み
出

し
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
。

答　

イ
ン
フ
ラ
維
持
は
大

変
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
所
管
す
る
管

理
施
設
に
つ
い
て
は
、
湖

南
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
や
舗
装
修
繕
計
画
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画

な
ど
に
基
づ
い
て
、
将
来

に
わ
た
り
安
全
な
社
会
基

盤
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま

す
。

プール授業・維持管理
� 民間委託・都市計画

会派 きずな●永田　誠治 議員

市民の意見を市政に繋げて

無会派●赤祖父　裕美 議員

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え

る
防
災
に
つ
い
て

問　

６
月
21
日
、
宮
の
森

受
水
場
故
障
か
ら
見
え
た

こ
と
お
よ
び
情
報
伝
達
に

つ
い
て
。

答　

防
災
行
政
無
線
の
エ

リ
ア
使
用
の
利
用
も
検
討

し
、
自
動
音
声
サ
ー
ビ
ス
、

市
防
災
ポ
ー
タ
ル
、
防
災

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

公
式
ア
プ
リ「
こ
な
ん
い

ろ
」な
ど
重
層
的
に
情
報

伝
達
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

情
報
発
信
が
遅
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
。

答　

情
報
発
信
の
タ
イ
ミ

ン
グ
判
断
の
見
極
め
が
非

常
に
難
し
い
一
面
も
あ
り

ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
早

い
段
階
で
情
報
共
有
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
を
熟
思

し
、
地
域
防
災
力
と
共
に

連
携
し
な
が
ら
業
務
に
あ

た
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

冷
蔵
庫
に
貼
れ
る
よ

う
な
、
自
動
音
声
サ
ー
ビ

ス
72
ー
５
０
４
０
が
書
か

れ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
成

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　

今
は
予
定
を
し
て
い

ま
せ
ん
。「
自
助
」の
重
要

性
を
防
災
出
前
講
座
等
で

引
き
続
き
伝
え
て
ま
い
り

ま
す
。

使
い
や
す
い
施
設
運
営
に

つ
い
て

問　

総
合
体
育
館
の
空
調

設
置
に
つ
い
て
。

答　

将
来
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　

甲
西
文
化
ホ
ー
ル
の

高
額
な
使
用
料
に
つ
い
て
。

答　

利
用
実
態
や
利
用
者

の
ご
意
見
を
丁
寧
に
聞
き

な
が
ら
文
化
芸
術
の
振
興

や
市
民
の
文
化
活
動
の
促

進
に
資
す
る
施
設
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

サ
ン
ラ
イ
フ
甲
西
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

の
飲
食
禁
止
に
つ
い
て
。

答　

サ
ン
ラ
イ
フ
甲
西
は
、

飲
食
を
主
た
る
目
的
と
し

て
い
な
い
場
合
は
、
飲
食

も
許
可
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、

料
金
設
定
の
見
直
し
も
含

め
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

一般質問一般質問
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湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
に
つ
い
て

問　

書
か
な
い
窓
口
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
証
明
書
発
行

機
器
の
操
作
の
支
援
は
。

答　

書
か
な
い
窓
口
導
入

後
当
分
の
間
は
、
職
員
が

聞
き
取
り
な
が
ら
申
請
を

作
成
す
る
な
ど
、
体
制
整

備
が
必
要
で
す
。
東
庁
舎

設
置
の
証
明
書
発
行
機
器

は
、
操
作
支
援
を
行
う
担

当
者
の
配
置
を
検
討
中
で

す
。

問　

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
含
め
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
育
成

事
業
へ
の
参
画
に
つ
い
て
。

答　

能
力
ア
ッ
プ
の
一
つ

の
手
段
と
考
え
、
他
自
治

体
へ
派
遣
で
き
る
よ
う
な

知
見
と
知
識
を
備
え
た
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
育
成
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

問　

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

の
観
点
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

庁
が
運
営
す
る「
デ
ジ
タ

ル
改
革
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」へ
の
参
加
は
。

答　

現
在
、
参
加
職
員
は

い
ま
せ
ん
。
職
員
一
人
ひ

と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

能
力
向
上
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
議
員
の
提
案
も
参

考
に
し
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
も
進
め
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て

問　

身
元
保
証
・
日
常
生

活
支
援
・
死
後
事
務
処
理

の
支
援
に
つ
い
て
。

答　

相
談
者
の
状
況
な
ど

を
伺
っ
た
う
え
で
、
市
の

関
係
課
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
な

ど
の
支
援
者
、
甲
賀
圏
域

の
権
利
擁
護
支
援
団
体
が

集
ま
り
、
支
援
対
象
者
の

希
望
や
状
況
な
ど
に
応
じ

て
先
の
見
通
し
を
考
え
た

支
援
を
検
討
し
、
実
施
。

内
容
や
状
況
に
よ
り
、
成

年
後
見
制
度
の
利
用
も
説

明
。
そ
の
他「
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
た
め
の
無
料
法

律
相
談
」や「
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
た
め
の
な
ん
で

も
相
談
会
」を
紹
介
。

　

相
談
会
は「
広
報
こ
な

ん
」に
日
程
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

ＤＸの推進で持続可能な
� まちづくりを！

一般質問一般質問

生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ

は
憲
法
違
反

問　

憲
法
25
条
が
保
障
す

る
生
存
権
と
は
。

答　
「
す
べ
て
の
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
」と
規
定
し
、
第

２
項
で「
国
は
、
す
べ
て

の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
、
社
会
保
障
の

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」。
国
民
に
は
生

存
権
が
あ
り
、
国
家
に
は

生
活
保
障
の
義
務
が
あ
る

と
い
う
意
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

保
護
費
の
引
き
下
げ

が
憲
法
違
反
と
し
た
最
高

裁
統
一
判
断
に
つ
い
て
。

答　

厚
労
省
は
、
最
高
裁

の
判
決
を
受
け
、「
専
門

委
員
会
」を
設
置
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
専

門
家
に
よ
る
審
議
が
行
わ

れ
る
と
通
知
。
県
か
ら
の

情
報
は
こ
こ
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
審
議
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
国
が
決

定
し
た
方
針
や
内
容
に
基

づ
き
対
応
し
ま
す
。

発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
の
現

状
に
つ
い
て

問　

発
達
保
障
の
観
点
か

ら
専
門
的
知
見
、
経
験
は

備
わ
っ
て
い
る
の
か
。

答　

発
達
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
資
格
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
、
発
達
に

関
し
て
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
者
が
配
属
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
、

ケ
ー
ス
や
状
況
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
か
ら

の
違
っ
た
視
点
で
意
見
を

出
し
合
う
な
ど
質
の
高
い

支
援
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

米
の
増
産
に
つ
い
て

問　

米
の
増
産
計
画
は
。

答　

需
要
に
応
じ
た
作
付

け
。
関
係
団
体
と
協
議
・

調
整
を
図
り
ま
す
。

問　

湖
南
市
の
特
産
品
に

つ
い
て
。

答　
「
下
田
な
す
」は
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
取
組
が

加
速
。
生
産
者
と
の
連
携

に
努
め
ま
す
。

いのち守る最後の砦を崩した
� 自公政権

日本共産党湖南市議員団●立入　善治 議員
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問　

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
市
長
の
見
解
は
。

答　

他
の
自
治
体
と
連
携

し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
・
批
准
す
る
よ
う
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

平
和
学
習
の
成
果
は
。

答　

戦
争
や
平
和
の
学
習

が
、
命
の
大
切
さ
を
学
び
、

暴
力
や
差
別
の
な
い
社
会

実
現
の
た
め
に
今
後
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

投
票
し
や
す
い
環
境
作
り

問　

郵
便
投
票
の
対
象
者

と
手
続
き
の
周
知
は
。

答　

身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
方
や
要
介
護
５
の

方
は
、
申
請
し
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
を
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
受

領
す
る
と
い
う
手
続
き
の

周
知
が
不
十
分
で
し
た
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
は
、
投
票
所
の

分
か
り
や
す
い
場
所
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
か
。

答　

配
置
場
所
や
方
法
の

統
一
ル
ー
ル
を
定
め
て
い

戦後80年、核兵器を廃絶し
� 恒久平和の確立を

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

な
か
っ
た
の
で
環
境
に
差

が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
説
明

会
で
周
知
し
利
用
率
が
高

ま
る
よ
う
進
め
ま
す
。

甲
西
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
構
想
の
進
捗
状
況

学
校
司
書
の
役
割
と
処
遇

答　

専
門
的
職
務
を
果
た

す
役
割
は
、
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
直

ち
に
大
幅
な
改
善
は
困
難

な
状
況
で
す
。

土
山
に
建
設
予
定
の
産
業

廃
棄
物
処
分
場
計
画

問　

厳
し
い
許
可
要
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
は
。

答　

県
が
不
許
可
し
ま
す
。

4月 市役所職員アンケート
6月 タウンミーティング
9月 市民アンケート
10月
以降 ワークショップ等

3月末 構想策定完了

全校
（校）

配置
（校）

学校司書
実人数

（人）
専任

（人）
兼任

（人）

湖南市 13 13 10 7 3
草津市 20 20 9 2 7
甲賀市 27 27 9 0 9
栗東市 12 12 3 0 3
野洲市 9 2 1 0 1
守山市 13 13 7 0 7

一般質問一般質問

各部局の課題と対策を問う！

会派 きずな●森　すなお 議員

問　

総
合
政
策
部
等
６
部

と
教
育
委
員
会
、
出
納
局

及
び
上
下
水
道
事
業
所
の

課
題
と
対
策
の
う
ち
特
に

次
の
課
題
を
聞
き
ま
す
。

図
書
館

　

本
市
は
、
甲
西
図
書
館

の
一
館
体
制
を
基
本
と
し

つ
つ
、
様
々
な
市
民
の
声

を
聴
く
中
で
、（
仮
称
）石

部
小
規
模
多
機
能
自
治
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て
、

図
書
館
機
能
の
併
設
に
つ

い
て
の
検
討
が
必
要
で
す
。

市
の
見
解
は
。

答　

石
部
図
書
館
を
、
甲

西
図
書
館
に
集
約
す
る
と

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、（
仮
称
）石

部
小
規
模
多
機
能
自
治
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
、
提

供
す
る
図
書
サ
ー
ビ
ス
や

活
か
す
べ
き
機
能
な
ど
、

市
民
の
利
用
し
や
す
い
施

設
に
す
る
べ
く
関
連
部
局

と
協
議
・
連
携
し
、
市
民

の
声
を
聴
い
て
進
め
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
新
設
等
の
行
政
区
自
治

交
付
金
は
、
市
の
負
担
を

明
確
に
し
、
市
民
の
公
平

性
を
担
保
す
る
た
め
補
助

金
に
移
行
す
べ
き
で
は
。

答　

行
政
区
自
治
交
付
金

の
財
源
内
訳
が
不
明
確
で

あ
り
、
地
域
代
表
者
会
議

で
意
見
を
聞
き
、
環
境
経

済
部
と
連
携
し
な
が
ら
整

理
・
検
討
し
、（
消
火
栓
ボ 

ッ
ク
ス
な
ど
）他
の
交
付

金
対
象
事
業
の
見
直
し
も

含
め
て
検
討
し
ま
す
。

交
通
対
策
室

問　

公
共
交
通
は
、
専
門

課
を
設
置
し
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答　

今
後
の
施
策
展
開
や

取
組
状
況
に
応
じ
、
次
年

度
以
降
の
組
織
体
制
の
見

直
し
で
検
討
し
ま
す
。

縦
割
り
行
政

問　

縦
割
り
行
政
の
弊
害

を
解
消
す
べ
き
で
は
。

答　

縦
割
り
行
政
を
払
拭

し
、
市
民
か
ら
求
め
ら
れ

る
市
役
所
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。
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一般質問一般質問

現
状
と
対
応
体
制
に
つ
い

て問　

近
年
に
発
生
し
た
教

員
に
よ
る
不
祥
事
件
数
は
。

答　

令
和
元
年
度
末
か
ら

２
年
度
に
か
け
て
発
生
し

た
個
人
情
報
紛
失
と
そ
の

報
告
の
遅
れ
と
い
う
事
案

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
不
祥
事
事
案
は
本

市
で
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
。  

再
発
防
止
と
研
修
強
化
に

つ
い
て

問　

教
職
員
の
過
重
労
働

問
題
に
つ
い
て
の
現
状
認

識
と
対
策
は
。

答　

大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市

内
教
職
員
の
超
過
勤
務
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

把
握
し
て
お
り
、
近
年
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
よ
り

縮
減
傾
向
で
あ
る
と
把
握

し
て
い
ま
す
。
市
外
か
ら

転
任
し
て
き
た
教
職
員
の

多
く
が
、「
湖
南
市
は
働

き
や
す
い
」と
答
え
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
取
組
が

徐
々
に
成
果
と
な
っ
て
表

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

人
事
制
度
と
評
価
の
見
直

し問　

複
数
者
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
3
6
0
度
評
価

等
の
多
面
的
な
評
価
制
度

の
導
入
は
。

答　

県
の
人
事
評
価
の
評

価
者
研
修
で
一
次
評
価
者

（
教
頭
）、
二
次
評
価
者（
校

長
）の
力
量
を
高
め
な
が

ら
、
法
に
基
づ
い
た
人
事

評
価
を
実
施
し
、
教
職
員

の
資
質
向
上
、
な
ら
び
に

学
校
組
織
の
目
標
達
成
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
新
た
な
評
価
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
現
在
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

教員の資質向上と
� 信頼構築に向けた対応

無会派●澤田　厚 議員

※個人作成
部下部下

本人

上司

同僚 同僚

多様な働き方ができる
� 女性活躍推進を

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

女
性
活
躍
推
進
に
つ
い
て

⑴�

継
続
し
て
働
き
や
す
く

あ
る
た
め
に

問　

休
暇
に
つ
い
て

答　

職
員
が
安
心
し
て
継

続
的
に
勤
務
で
き
る
よ
う

各
種
休
暇
制
度
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
生
理
休
暇
取

得
実
績
は
増
え
つ
つ
あ
り
、

育
児
休
暇
に
お
い
て
は
女

性
男
性
問
わ
ず
１
０
０
％

の
取
得
率
で
す
。

問　

時
短
勤
務
に
つ
い
て

答　

子
を
養
育
す
る
職
員

が
継
続
し
て
勤
務
で
き
る

よ
う「
育
児
短
時
間
勤
務
」

「
部
分
休
業
」な
ど
の
制
度

を
整
備
し
、
職
員
の
福
祉

の
向
上
と
公
務
の
円
滑
な

遂
行
の
両
立
を
図
っ
て
い

ま
す
。

問　

職
場
環
境
に
つ
い
て

答　

女
性
活
躍
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
制
度

整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
男

性
職
員
が
妊
娠
・
出
産
・
育

児
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

妊
娠
期
や
子
育
て
期
の
女

性
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
男
女
を
問
わ
ず
誰

も
が
働
き
や
す
く
、
互
い

に
支
え
合
え
る
風
通
し
の

よ
い
職
場
づ
く
り
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
各
所
属

に
お
い
て
も
日
頃
か
ら
職

場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
休
暇
な

ど
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気

を
醸
成
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

⑵�

多
様
な
働
き
方
を
実
現

す
る
た
め
に

問　

就
労
支
援
に
つ
い
て

答　

事
業
者
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
技
能
取
得
講
習

会
は
じ
め
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
多
様
な
働
き

方
が
で
き
る
よ
う
、
ま

た
D
X
時
代
に
対
応
し

た
女
性
の
人
材
育
成
に
つ

な
が
る
講
習
会
な
ど
を
計

画
す
る
と
と
も
に「
滋
賀

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」な
ど
の
関
係
機

関
と
も
連
携
を
は
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

360度評価
異なる立場かつ複数人から意見を集めた

公平かつ客観的、多角的な
人事評価制度
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公共空間活用と若者の
� 居場所から考える協働

会派 きずな●中土　翔太 議員

公
共
空
間
が「
使
わ
れ
活

き
る
」た
め
の
利
活
用

問　

三
雲
駅
前
市
有
地
を

実
証
実
験
・
社
会
実
験
の

場
と
し
て
活
用
し
て
は
。

答　

有
益
で
あ
り
、
実
現

に
向
け
進
め
た
い
で
す
。

問　

行
政
に
よ
る
ソ
フ
ト

面
で
の
支
援
が
必
要
で
は
。

答　

人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
協
働
推
進
室
を

中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

若
者
施
策
と
若
者
の
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

S
D
G
s
カ
レ
ッ
ジ

の
目
的
で
あ
る
若
者
の
た

ま
り
場
の
展
望
は
。

答　

必
要
性
を
強
く
認
識

し
、
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

問　

福
祉
施
策
と
し
て
の

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
は
。

答　

役
割
・
必
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
地
域
等
と

と
も
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。。

問　

福
祉
・
教
育
・
協
働
の

場
と
し
て
の
ユ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
設
置
の
見
解
は
。

答　

文
化
ホ
ー
ル
や
図
書

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
庁

舎
の
建
て
替
え
を
進
め
る

中
で
検
討
し
ま
す
。

「外国人問題」の実情と
� 今後の共生について

無会派●曽我部　一帆 議員

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で「
外
国

人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

「
外
国
人
は
税
金
を
払
っ

て
い
な
い
」「
外
国
人
が
増

え
て
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
」な
ど
と
い
っ
た
主
張

が
あ
る
。
事
実
に
基
づ
か

な
い
も
の
や
デ
マ
も
多
く
、

こ
れ
ら
の
主
張
に
関
す
る

本
市
の
実
情
に
つ
い
て
問

う
。

答　

市
立
診
療
所
に
お
け

る
医
療
費
の
未
払
い
は
無

く（
令
和
６
年
度
決
算
）、

ま
た
外
国
籍
市
民
に
対
す

る
優
遇
措
置
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
管
理
の
介
護
保
険

料
等
そ
の
他
社
会
保
障
制

度
の
利
用
に
関
し
て
は
、

国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
法
令

や
国
な
ど
か
ら
示
さ
れ
る

基
準
に
則
り
業
務
を
実
施

し
て
お
り
、
日
常
の
業
務

に
お
き
ま
し
て
も
、
悪
質

な
事
例
等
は
聞
い
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
み
出
し
の
問
題
、
夜

間
の
騒
音
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
は
各
区
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
発
展
、
問
題
が
長
期

化
し
て
い
る
と
い
っ
た
事

案
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

市
町
別
の
外
国
人
犯
罪

統
計
は
公
表
さ
れ
て
お
ら

ず
、
外
国
人
比
率
の
高
さ

と
犯
罪
件
数
に
相
関
が
あ

る
と
は
確
認
で
き
な
い
状

況
で
す
が
、
県
全
体
で
は

令
和
６
年
の
刑
法
犯
認
知

件
数
が
８
，１
４
７
件
と

前
年
比
で
増
加
傾
向
に
あ

る
一
方
、
外
国
人
の
住
民

登
録
が
県
内
で
最
も
高
い

比
率
と
な
っ
て
い
る
本
市

に
お
い
て
、
２
５
４
件
と

前
年
比
で

-5.9
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

◎�

い
わ
ゆ
る「
外
国
人
問

題
」に
つ
い
て
、
本
市

に
お
い
て
も
事
実
に
基

づ
か
な
い
デ
マ
や
誤
解

を
含
む
こ
と
を
確
認
し
、

他
に
は
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
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問　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
等
公
共
施
設
の
活
用

に
つ
い
て

答　

各
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
中
心
に
、
放
課

後
や
夏
休
み
の
居
場
所
と

し
て
学
び
や
体
験
活
動
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
取
組
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
ロ
ビ
ー
を

開
放
し
て
学
生
の
自
主
学

習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
今
後
は
学
習
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
大
人
と
の
交
流
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
世

代
の
つ
な
が
り
を
育
む
居

場
所
づ
く
り
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　

全
天
候
型
遊
び
場
に

つ
い
て

答　
「
湖
南
市
公
園
等
ス

ト
ッ
ク
再
編
基
本
計
画
」

に
お
い
て
は
全
天
候
型
の

遊
び
場
と
な
る
施
設
整
備

は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

答　

現
在
候
補
と
な
る
既

子ども・若者の居場所について

会派 きずな●奥村　幹郎 議員

存
の
公
共
施
設
の
選
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
先
進

自
治
体
の
調
査
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
乳
児
期

→
幼
児
期
→
児
童
期
の
各

年
齢
に
応
じ
て
遊
び
の
レ

ベ
ル
を
変
化
さ
せ
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
成

長
に
合
わ
せ
た
遊
び
空
間

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

三
雲
駅
南
側
市
有
地
の
活

用
に
つ
い
て

答　

様
々
な
事
業
者
と
協

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
事
業
化
は
む
ず
か

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
使
わ

れ
活
き
る
公
共
空
間
を
市

民
と
協
働
に
よ
り
作
り
上

げ
る
こ
と
は
、
今
後
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
上
で
重

要
な
視
点
と
捉
え
て
お
り
、

ま
ず
は
実
験
的
な
運
用
を

目
指
し
て
地
元
の
皆
様
と

活
用
策
に
つ
い
て
知
見
を

集
め
て
ま
い
り
た
い
で
す
。

湖南市活性化について

会派 きずな●望月　卓 議員

問　

街
路
樹
の「
倒
木
予

知
パ
ト
ロ
ー
ル
」は
。

答　

専
門
的
な
診
断
に
よ

る
内
部
腐
朽
や
根
系
の
弱

体
化
を
把
握
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
目
視
点

検
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

通
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
基

本
に
、
必
要
に
応
じ
て
樹

木
医
等
に
よ
る
診
断
を
行

い
、
効
果
的
な
安
全
管
理

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

今
後
の
ウ
ツ
ク
シ
マ

ツ
の
取
組
に
つ
い
て
。

答　
「
現
地
で
の
育
成
」に

つ
い
て
は
、
自
生
地
が
有

す
る
本
質
的
価
値
の
維
持

へ
、『
国
指
定
天
然
記
念

物　

平
松
の
ウ
ツ
ク
シ
マ

ツ
自
生
地
保
存
活
用
計

画
』を
も
と
に
、
環
境
条

件
の
整
備
と
維
持
管
理
に

重
点
を
置
い
た
保
全
施
策

を
推
進
。
病
害
虫
対
策
は
、

空
中
散
布
に
よ
る
薬
剤
散

布
や
下
草
刈
り
、
落
葉
か

き
を
実
施
。
獣
害
対
策
は
、

シ
カ
な
ど
に
よ
る
苗
木
や

若
木
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
柵
を
設
置
し
、
天
然

更
新
の
妨
げ
と
な
る
要
因

の
軽
減
を
図
っ
て
行
き
ま

す
。

　
「
観
光
資
源
」の
一
環
に
、

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
、「
東

海
道
か
ら
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ

自
生
地
を
歩
く
コ
ー
ス
」

推
奨
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
等
、
ハ
イ
キ
ン
グ

や
日
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の

同
伴
も
含
め
て
、
余
暇
の

楽
し
み
や
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
自
生
地
周
辺
を
歩

い
て
い
た
だ
く
等
、
市
内

外
の
人
々
に
、
ウ
ツ
ク
シ

マ
ツ
の
理
解
を
得
、
自
生

地
周
辺
が
憩
い
の
場
と
な

る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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常
備
消
防
の
現
状

問　

湖
南
中
央
消
防
署
の

概
要
に
つ
い
て

答　

庁
舎
は
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
年
）に
建
設
さ

れ
、
築
後
44
年
が
経
過
、

老
朽
化
や
耐
震
性
能
や
訓

練
施
設
の
不
足
、
執
務
ス

ペ
ー
ス
不
足
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
は
１
日
９
名
体
制

で
配
備
車
両
は
救
急
車
・

救
助
工
作
車
・
は
し
ご
車

な
ど
６
台
を
備
え
て
い
ま

す
。

問　

石
部
分
署
の
概
要
は

答　

庁
舎
は
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）に
建
設
さ

れ
、
新
耐
震
基
準
の
建
物

で
、
１
日
５
名
の
勤
務
体

制
で
す
。

問　

令
和
６
年
の
救
急
車

等
の
出
動
件
数
と
現
場
到

着
平
均
時
間
に
つ
い
て

答　

湖
南
中
央
消
防
署
は

救
急
１
３
５
２
件
、
火
災

16
件
、
救
助
31
件
等
合
計

１
４
８
４
件
で
す
。
現
場

到
着
時
間
は
湖
南
中
央
消

防
署
は
約
７
分
で
す
。

問　

湖
南
中
央
消
防
署
移

転
計
画
に
つ
い
て

答　
「
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
拠
点
」と
し
て

新
た
な
消
防
署
の
整
備
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

問　

常
備
消
防
力
の
適
正

配
置
に
つ
い
て

答　

甲
賀
広
域
消
防
本
部

令
和
７
年
３
月
策
定
の
整

備
基
本
計
画
で
は「
現
庁

舎
」「
に
ご
り
池
」「
岩
根
地

区
農
地
」を
比
較
検
討
の

結
果
、「
岩
根
地
区
の
農

地
」が
望
ま
し
い
と
さ
れ

ま
し
た
。

問　

整
備
規
模
に
つ
い
て

答　

敷
地
８
８
０
０
㎡
、

延
床
１
８
０
０
㎡
で
計
画
。

現
庁
舎
の
３
倍
で
す
。

問　

地
元
説
明
会
開
催
は

答　

６
月
に
実
施
、
サ
イ

レ
ン
音
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

離
着
陸
へ
の
不
安
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
再
度
説
明

会
を
実
施
予
定
で
す
。

消防力の向上について‼

会派 きずな●堀田　繁樹 議員

一般質問一般質問

美しく活気ある安全な街を！

無会派●小林　義典 議員

石
部
駅
南
側
周
辺
整
備
に

つ
い
て
！

問　

着
工
は
い
つ
か
ら
と

考
え
て
い
る
の
か
？

答　

今
年
度
に
都
市
再
生

整
備
計
画
を
策
定
し
、
国

の
事
業
採
択
が
得
ら
れ
れ

ば
令
和
８
年
度
か
ら
５
年

の
歳
月
を
か
け
て
開
発
し

ま
す
。

問　

石
部
駅
前
広
場
周
辺

整
備
工
事
に
伴
い
、
市
街

化
な
ど
趣
を
醸
し
出
す

よ
う
な「
カ
フ
ェ　

コ
ン

ビ
ニ　

居
酒
屋
」な
ど
を

設
置
す
る
予
定
は
無
い
の

か
？ 

答　

都
市
再
生
整
備
計
画

に
お
け
る
石
部
駅
南
側
の

周
辺
整
備
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
い
ま
す
が
、「
カ
フ
ェ

や
コ
ン
ビ
ニ
、
居
酒
屋
」

と
い
っ
た
商
業
用
地
は
確

保
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

参
議
院
選
挙
を
受
け
て
選

挙
制
度
に
つ
い
て

問　

投
票
率
は
、
全
体

で
59
．51
％
で
あ
っ
た
が
、

評
価
は
、
ま
た
年
代
別
の

投
票
率
は
示
せ
る
か
、
そ

し
て
投
票
率
を
上
げ
る
手

立
て
は
あ
る
の
か
？

答　

令
和
４
年
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
よ
り
６
．

５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し

た
。
年
代
別
の
投
票
率
に

つ
い
て
分
析
す
る
と
20
代

を
中
心
と
す
る
若
年
層
の

投
票
率
が
低
く
課
題
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
投
票
率

を
上
げ
る
手
立
て
に
つ
い

て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ウ
ェ

ブ
媒
体
を
用
い
た
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

戦
後
80
年
を
迎
え
て

問　

戦
争
の
記
憶
と
教
訓

の
継
承
に
つ
い
て

答　

平
和
の
尊
さ
を
実
感

で
き
る
学
習
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
小
中
学
校
で

は
戦
争
の
悲
惨
さ
や
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
を
学

ぶ
こ
と
で
、
命
の
大
切
さ

や
人
権
尊
重
の
意
識
を
深

め
て
お
り
ま
す
。

あ
あ
あ「「「「「「
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一般質問一般質問

公共施設予約方法、
� 公園整備について

日本共産党湖南市議員団●川波　忠臣 議員

公
共
施
設
の
予
約
方
法
に

つ
い
て

問　

申
込
受
付
期
間
を
設

け
、
同
一
枠
に
重
複
申
込

が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
に

よ
り
利
用
者
を
決
定
す
る

等
、
深
夜
の
予
約
競
争
の

改
善
に
つ
い
て
。

答　

公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
抽
選
機
能
の
活
用

等
、
市
民
の
多
様
な
生
活

ス
タ
イ
ル
に
配
慮
し
た
、

よ
り
公
平
で
負
担
の
少
な

い
予
約
方
法
の
検
討
を
行

い
、
改
善
を
図
り
ま
す
。

問　

使
用
料
の
支
払
い
は

利
用
日
前
の
一
定
期
限
ま

で
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

支
払
い
を
早
め
に
行
う
と
、

キ
ャ
ン
セ
ル
の
際
に
返
金

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ぎ

り
ぎ
り
に
支
払
お
う
と
し
、

支
払
い
忘
れ
な
ど
が
生
じ

ま
す
。
こ
の
対
策
に
つ
い

て
。

答　

利
用
者
や
施
設
職
員

の
負
担
軽
減
と
ト
ラ
ブ
ル

予
防
の
観
点
か
ら
、
公
共

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
事

業
者
へ
機
能
改
善
の
要
望

を
行
い
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て

問　

菩
提
寺
公
園
の
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
。

答　

具
体
的
な
整
備
方
針

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
地
元
の
皆
様
、 

様
々

な
団
体
様
と
の
ご
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、 

熟
度
性
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
「
暗
く
て
人
気
が
な

い
た
め
、
子
ど
も
だ
け
を

遊
ば
せ
て
お
く
に
は
不
安

が
残
る
」と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
安
全
に
遊
べ
る

よ
う
な
公
園
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
照
明

を
設
置
す
る
な
ど
何
ら
か

の
対
策
に
つ
い
て
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
遊
べ
る
、 

使
わ
れ
活

き
る
公
園
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、多
文
化
共
生

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

墓じまいについて

無会派●松原　栄樹 議員

墓
じ
ま
い
に
つ
い
て

問　

全
国
的
に
墓
じ
ま
い

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
寺

院
の
管
理
で
は
な
く
市
公

営
の
墓
地
に
お
け
る
墓
じ

ま
い
に
つ
い
て
、
区
画
の

使
用
契
約
者
以
外
の
親
族

等「
縁
故
者
」の
情
報
等
の

把
握
は
。

答　

市
営
墓
地
で
は
、
住

所
変
更
や
納
骨
の
際
に
、

ま
た
、
使
用
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
時
な
ど
親
族
に
よ

る
継
承
の
手
続
な
ど
各
種

手
続
が
必
要
で
す
。
そ
ん

な
中
、
年
間
10
件
程
墓
じ

ま
い
を
さ
れ
、
墓
地
を
返

還
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
。

使
用
者
の
情
報
は
得
て
い

ま
す
が
、
親
族
等
の
情
報

は
得
て
い
ま
せ
ん
。
墓
苑

の
日
常
の
管
理
状
況
は
、

平
成
28
年
度
以
降
に
毎
年

管
理
料
を
徴
収
し
て
状
況

確
認
を
し
て
い
ま
す
。

問　

墓
じ
ま
い
を
さ
れ
る

場
合
の
手
続
に
つ
い
て
。

答　

他
の
お
墓
や
民
間
等

の
合
葬
式
墓
地
へ
の
移

転
・
改
葬
を
す
る
に
あ
っ

て
は
、
墓
地
返
還
の
手
続

が
必
要
で
す
。
改
葬
許
可

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、

市
が
改
葬
許
可
書
を
発
行

し
、
そ
の
改
葬
許
可
書
を

も
っ
て
、
移
転
先
の
墓
地

等
で
納
骨
の
手
続
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
の
大
き
な
財
産
で
あ
る

市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ

い
て

問　

人
材
確
保
の
観
点
か

ら
課
題
・
問
題
点
は
。

答　
「
仕
事
の
や
り
が

い
、
成
長
実
感
の
不
足
」

や「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
」の
課
題
が
挙
げ
ら

れ
、
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
と
力

を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　

県
内
他
市
の
先
進
的

な
取
組
を
検
証
し
て
い
る

の
か
。

答　

時
間
外
勤
務
の
上
限

設
定
や
、
勤
務
終
了
時
の

Ｐ
Ｃ
自
動
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ

ン
等
を
導
入
し
て
改
善
を

進
め
て
い
ま
す
。
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令和７年12月議会定例会の
仮日程をお知らせします

開会 11月28日（金） 閉会 12月18日（木）
<仮日程>
11月28日（金）　■本会議　提案説明
12月  5日（金）　■本会議　一般質問
12月  8日（月）　■本会議　一般質問
12月  9日（火）　■本会議　一般質問

12月10日（水）～15日（月）
　    　    　 　 ●委員会
12月18日（木）　■本会議
    　    　 　 　�委員長報告

採決

会 誌議 日

　新型コロナウイルスの影響を受けた時期から、議会
は子どもたちへの開放を着実に進めてきました。その
取組の成果として、現在では子ども議場見学の開催や
中学生サミットなど、子どもたち自身による政策提案
や意見交換、地域の課題解決に向けた提言といった活
動が以前にも増して活発になっています。これは湖南
市にとっても大きな変革であり、将来を担う子ども
たちに政治や行政に触れる貴重な体験を提供すること
は、かけがえのない財産です。今後もこうした取り組
みをさらに大切にしていきたいと思います。
� 　川波忠臣

編
集
後
記

 １日―決算常任委員会
 ２日―議会運営委員会
 ４日―広報広聴常任委員会協議会
 ７日―福祉教育常任委員会
１０日―広報広聴常任委員会協議会
１６日―議会改革推進特別委員会
２３日―広報広聴常任委員会
３０日―庁舎整備検討特別委員会
 ６日―会派制議会運営検討特別委員会
  7日―議会運営委員会行政視察
  8日―議会運営委員会行政視察
１２日―産業経済常任委員会
    　　広報広聴常任委員会
１９日―議員全員協議会
２１日―議会運営委員会
２５日―議員全員協議会
    　　本会議［定例会（１日目）］
    　　議会改革推進特別委員会
 １日―本会議［定例会（２日目）］
 ２日―本会議［定例会（３日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
 ３日―本会議［定例会（４日目）］
 ４日―予算常任委員会
    　　総務常任委員会
    　　福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
 ５日―決算常任委員会
 ８日―決算常任委員会
 ９日―決算常任委員会
１０日―決算常任委員会
１１日―庁舎整備検討特別委員会
１６日―広報広聴常任委員会
    　　広報広聴常任委員会協議会
１８日―本会議［定例会（５日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　決算常任委員会
２２日―決算常任委員会
２4日―広報広聴常任委員会協議会
２５日―甲賀広域行政組合議会定例会

【７月】

【８月】

【９月】

奥村幹郎委員長　永田誠治副委員長　中土翔太委員
副田悦子委員　川波忠臣委員　曽我部一帆委員

〈広報広聴常任委員会〉

◇傍聴席では…
　議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。
◇傍聴の申し込みは…
　会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、

11月中旬ごろに議事課☎ 0748-71-2347へお問い合わ
せください。
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